啓林館　理科総合Ａ改訂版（理A 016）観点一覧

◆内容の難易度

・高校理科の化学分野，および物理分野の基本的な項目がとり上げられている。

・科目「理科総合Ａ」の範囲の上限に近い内容が扱われている。

・上記に加え，「発展」という囲み欄でより深い内容を学習することができ，科目「化学Ⅰ」，「物理Ⅰ」への連携が円滑に進むよう配慮されている。

・本文の補足説明や参考となるトピックについて，｢サイエンスBOX｣，「MEMO」といった囲み欄で適宜扱われており，生徒が自学自習できるように配慮されている。
◆内容の取扱い

・高校化学のポイントの１つである物質量（モル）について導入的な扱いがあり，さらに「発展」によりその学習を深めることができるため，化学Ⅰへの連携がスムースに進められる。

・高校物理のポイントの１つである運動の三法則について，作用・反作用の法則，および慣性の法則の扱いがあり，さらに「発展」により加速度をふまえた運動の法則までその学習を深めることができるため，物理Ⅰへの連携がスムースに進められる。

・中学校理科からの移行内容（イオン，仕事，熱量など）について，写真や図を用いてより丁寧に導入されている。

・探究の進め方について，身近で簡潔な例をとり上げ，中学校理科の内容を踏まえた課題の設定やスケールを置き換えての実験など，生徒が興味をもってとり組めるような工夫が施されている。

・手軽な実験（やってみよう）や探究を数多くとり上げ，またその中で実験のタイトル横に付されたマークや博士のキャラクターによって，生徒の目をひくかたちで実験のポイントや注意点が促されている。

・課題研究については，エネルギー問題や地球環境問題だけでなくロボット開発や光触媒といったさまざまな科学技術に関するアウトラインを紹介し，さらにそれらをテーマとした研究項目の例を示すことで，授業および授業外で生徒が自主的に課題研究を行う際の助けとなるよう工夫されている。

◆単元の構成・配列及び分量

・化学の基本事項，物理の基本事項とともに「発展」により適宜内容が補足されており，オーソドックスな化学，物理の授業が展開できるよう配慮されている。

・一部含まれる生物分野，および地学分野の内容と合わせて，自然に対する総合的な学習ができるよう配慮されている。

◆その他（図表，写真及び資料等）

・Ｂ５変型判（Ａ５判より若干大）という紙面の大きさを活かし，よりビジュアルで余裕のある構成となっている。

・図中の原子モデル，速さや力の矢印，エネルギーなどの色について，それぞれ生徒がイメージしやすい色で統一されており，理解の助けとなるよう配慮されている。

・白色度の高い上質の紙が使用され，フルカラー化された写真や図がより鮮明である。

・日常学習において活用できる資料として，元素の周期表のポスターが収録されている。

＜補足＞

文中の「物理分野の基本事項」とは，速さ，力の単位や性質，２力のつり合い，作用・反作用の法則，摩擦力，慣性の法則といった，仕事とエネルギーの学習に入る前の力学の基本的な内容を指しており，それらは仕事とエネルギーの学習理解の助けとなる。

